
分野参考様式第15－16号
日本語学習プラン

作成日：　　　年　　　月　　　日
申請者（１号特定技能外国人）：　　　　　　　　　　　　
特定技能雇用契約の相手方（事業者）：　　　　　　　　　　　　
【プラン内容】
（記入例）
・使用する教材
・週の勉強時間
・受験日までに向けたおおまかな学習スケジュール
・学習状況の確認方法（小テストの実施等）
・試験対策（模擬試験の受験等）
・安全や接遇面の旅客対応を想定した研修や会話訓練の内容（例示）
※　在留期間の更新時点で、B１相当以上の日本語能力水準にあることを証することができず、再度本プランを提出する場合は、直近で受験した試験結果の分析も記入してください。












日本語能力試験受験予定
①　　　　　年　第　　　回　　　　の日本語能力試験（N３）
②　　　　　年　第　　　回　　　　の日本語能力試験（N３）




上記の学習プランに基づいて、特定技能雇用契約の相手方（事業者）のもと、「日本語教育の参照枠」B１相当以上の日本語能力の修得等のために必要な日本語を学びます。
以上の学習プランに基づいて、日本語を継続的に学びます。


　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　日
特定技能雇用契約の相手方（事業者）の署名　　　　　　　　　　　　　　　　　
１号特定技能外国人の署名　　　　　　　　　　　　　　　　　
※　「日本語能力試験受験予定」は、入国後１年以内に実施される日本語能力試験の日程を記載し、半年に１回以上受験機会を確保するようにすること。


